


ユニバーサルデザインの先進都市東京をめざして

東京に人口減少と超高齢化という二つの大きなうねりが押し寄せています。そう
した状況の中で、東京が活力を維持し、持続的な成長を遂げるためには、障害の有
無や年齢、性別、言語などに関わらず、誰もが生き生きと暮らし、活躍できる社会

「ダイバーシティ」をつくっていかなければなりません。
東京都はこれまで、ユニバーサルデザインの理念の下、東京都福祉のまちづくり

推進計画を策定し、都内の鉄道・路線バスなどの公共交通や道路・建築物・公園等
のハード面のバリアフリー化を着実に進展させるとともに、誰もが必要な情報を容
易に入手できる情報バリアフリーの推進や心のバリアフリーの普及などのソフト面
の取組を実施してまいりました。

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開催まで１年あまり。私は、
史上初めて 2 度目のパラリンピックを開催する都市として、「ダイバーシティ・東京」
を実現すべく、東京からあらゆるバリアをなくしていきたいと考えております。

そこで、社会環境の変化に柔軟に対応していくとともに、継続的改善を図りなが
ら施策のレベルアップを図っていくため、平成 31 年度（2019 年度）からの 5 か
年を計画期間とする新たな「東京都福祉のまちづくり推進計画」を策定しました。

この計画は、「誰もが、自分の意思で円滑に移動し、必要な情報を入手しながら、
あらゆる場所で活動に参加し、共に楽しむことができる社会」を目指し、当事者の
参加やその意見の反映等に留意しつつ、「円滑に移動できるバリアフリーの更なる
推進」など、５つの視点に立った様々な施策から構成するものです。

東京 2020 大会とその先を見据え、東京に暮らし東京を訪れる全ての人が、安全、
安心、快適に過ごすことができるよう、東京都は、都民や事業者の皆様、そして区
市町村と手を携え、ユニバーサルデザインの先進都市東京の実現に向けて、一層の
施策の充実に努めてまいります。

皆様の一層の御理解と御協力をお願いいたします。

　平成 31 年（2019 年）３月
　　　　　　　　　　　　　　　東京都知事
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